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ジュールとして、高等部 1、2年生は 6月と 1月に実












生徒A 生徒 B 生徒 C 生徒 D 生徒 E
生活年齢 17-5  18-2  16-9  15-8  15-7
 
IQ  48?? 43?? 32?? 50?? 54??
(VIQ：43,PIQ：64) (VIQ：43,PIQ：54) ／ ／ (VIQ：61,PIQ：55)
社会生活年齢 10-5  6-10  6-4  7-0  11-4
 
IQ（知能指数）＊ 1：WISC-Ⅲ ＊ 2：田中・ビネー式社会生活年齢 S-M社会生活能力検査



























































紙筆検査 名 称 内 容
検査 1 円打点検査 円の中に点を打つ検査






















検査 10 文章完成検査 文章を完成する検査
検査 11 算数応用検査 応用問題を解く検査


































































































各生徒の適正能 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ
Ｇ―知的能力 28  34  31  19  18
Ｖ―言語能力 44  39  33  33  34
Ｎ―数理能力 25  28  22  31  25
Ｑ―書記的知覚 23  29 ―4  36  29
Ｓ―空間判断力 ○ 52  47 ○ 71 ○ 54  18
Ｐ―形態知覚 30 ◎ 78 ○ 59  33  38
Ｋ―運動共応 ○ 51 ○ 56  14 ―2  8
Ｆ―指先の器用さ 3 ○ 52  20 ○ 58  42
Ｍ―手腕の器用さ 0 ○ 51 ―2 ◎ 75  10























































































































































































































































































作 か言業 ら☆ り方 語で順に関してのや 声手や 分、音
文 き換語すとき 字言は、筆談いな ど、 にに な 置る
る 人 。え やこ 、本 理が し解 すとで るなく
☆ に 分か言葉 りに聞きる指示 りが、 取 きと やよ いく
は 行にく きに とき、いと で 。動に移る る類 があ推
方 示作 の業 り 合にはいや から し場な 本をが分 、手
な 言 を伝が 単な簡 う葉ら、 示 らてえ 本も とで指 、
理 や 。が 解し人 すい
こ はなばの際 、☆ と示を伝 く指 はに でる み 、え 況状
要必 をな と断でき判 し覚的なる視 （ にメこ報情 モ
とる り組理に えて ） 取る しも伝え 伝緒 て解 み一 や
きで る けな し化る。く かし、手しす は だ順 簡略表
いも 。良がのた
でまた 中途
生り て見た 、切ゴ 産量っ で よー 分かる目ル を区を
が やう 続 す力中 。に示し きりする くなるた と集
い 章文 語言や や長 と反類似 語対
あで で、る手いった言語の理解が苦 の際は、指の 示
情な、 報けでなく音声言語の指示だ 覚的視 も 緒一






















































































てっよ る判断を必要異な☆状況に 基断りとした 判、
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